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においてもこれは例外ではなく、平成 16 年から平成 26 年の間に 65 歳以上の人口は増加傾




































































1.3	 研究のエリア  
	 モノレール沿線として各駅中心から 500m 範囲町丁目。 
	 各駅の町丁目は以下の表を示す。 
表 3.1	 各駅の町丁目  
小倉駅 浅野 1 丁目 浅野 2 丁目 浅野 3 丁目 魚町 1 丁目 船頭町 京町 1 丁目  
京町 2 丁目 京町 3 丁目 京町 4 丁目 
平和通駅 米町 1 丁目 米町 2 丁目 堺町 1 丁目 堺町 2 丁目 船場町  
魚町 2 丁目 魚町 3 丁目 鍛冶町 1 丁目 鍛冶町 2 丁目 
旦過駅 魚町 4 丁目 紺屋町 中島 1 丁目 馬借 1 丁目  
馬借 2 丁目 馬借 3 丁目 古船場町 
香春口駅 片野 1 丁目 黄金 1 丁目 黄金 2 丁目 白銀 1 丁目 白銀 2 丁目  
萩崎町 三萩野 1 丁目 三萩野 2 丁目 吉野町 江南町 香春口 1 丁目  
香春口 2 丁目 昭和町 中島 2 丁目 
片野駅 片野新町 1 丁目 片野新町 2 丁目 東篠崎 1 丁目 東篠崎 2 丁目  
東篠崎 3 丁目 八幡町 片野 2 丁目 片野 3 丁目 片野 4 丁目  
片野 5 丁目 
城野駅 下城野 1 丁目 下城野 3 丁目 城野 2 丁目 城野 3 丁目 城野 4 丁目  
富士見 1 丁目 富士見 2 丁目 富士見 3 丁目 
北方駅 春ヶ丘 下城野 2 丁目 北方 1 丁目 北方 2 丁目 北方 3 丁目 
競馬場前駅 北方 4 丁目 北方 5 丁目 日の出町 1 丁目 日の出町 2 丁目 
守恒駅 南方 1 丁目 守恒 1 丁目 守恒 2 丁目 守恒 3 丁目 守恒 4 丁目  
守恒 5 丁目 守恒本町 1 丁目 守恒本町 2 丁目 守恒本町 3 丁目  
徳力新町 1 丁目 徳力新町 2 丁目 星和台 1 丁目 葉山町 2 丁目 
徳力公団前駅 山手 1 丁目 南方 2 丁目 南方 3 丁目 南方 4 丁目 徳力団地  
徳力 1 丁目 徳力 2 丁目 徳力 3 丁目 企救丘 5 丁目 企救丘 6 丁目 
徳力嵐山口駅 志井 3 丁目 徳力 5 丁目 徳力 6 丁目 徳力 7 丁目 長尾 1 丁目  
長尾 5 丁目 南方 5 丁目 
志井駅 徳力 4 丁目 志徳 1 丁目 志井 1 丁目 志井 2 丁目 志井 4 丁目  
志井 5 丁目 企救丘 4 丁目 









1.4	 論文構成  
 
本論文は、本章の第 1 章「序論」と第 6 章「総括」を含め、全 6 章で構成されている。	 	  
図 1.4 では、本論文の構成図を示す。	 
	 第 1 章では、研究の目的、既往の研究および論文の構成について述べる。	 
	 第 2 章では、モノレールの紹介及びモノレールの開発の歴史を述べ、日本のモノレール
導入事例と諸外国のモノレール導入事例紹介し、モノレールの廃線事例を挙げて、廃線の
原因を分析する。	 	 











	 第 5 章では、駅ごとの人口動態と利用実態調査から駅別の利用実態の特徴を明らかにし、
今後の駅整備のあり方を考察している。 
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モノレール各方式の比較を表 2.1 に示す。	 
	 
	 
表 2.1	 モノレールの比較	 
	 
比較項目 跨座型モノレール 懸垂型モノレール 































































2.2	 モノレール開発の歴史  
	 

































































































































2.3	 日本モノレールの導入事例  
 
2.3.1 東京モノレール  





営業区間 浜松町〜羽田空港 都市人口 895 万人 
営業距離 17.8km 開業年 1964 年 
駅	 	 数 11 駅 最急勾配 60‰ 


















図 2.3.1.2	 東京モノレール	 路線図	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2.3.2 湘南モノレール  
 






営業区間 大船駅〜湘南江の島駅 都市人口 102 万人 
営業距離 6.6km 開業年 1970 年 
駅	 	 数 8 駅 最急勾配 74‰ 




















営業区間 小倉駅〜企救丘駅 都市人口 96 万人 
営業距離 8.8km 開業年 1985 年 
駅	 	 数 13 駅 最急勾配 40‰ 




図 2.3.3.1	 北九州都市モノレール	  
 
 




2.3.4 大阪モノレール  
 
	 大阪モノレール線は環状交通機関として位置づけられた跨座型モノレールである（図




営業区間 大阪空港〜門真市 都市人口 138 万人 
営業距離 21.2km 開業年 1990 年 
駅	 	 数 14 駅 最急勾配 50‰ 
走行方式 跨座型 最小曲線半径 100m 




図 2.3.4.1	 大阪モノレール  出典：4）	  
 
図 2.3.4.2	 大阪モノレール	 路線図	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2.3.5 千葉都市モノレール  
 





営業区間 千葉みなと〜千城台 都市人口 96 万人 
営業距離 15.2km 開業年 1988 年 
駅	 	 数 13 駅 最急勾配 60‰ 
走行方式 懸垂型 最小曲線半径 50m 
記事：1995 年に千葉みなと−千葉、1999 年に千葉−県庁前間が開業した。 
	 
	 
図 2.3.5.1	 千葉都市モノレール  出典：5）  
	 
	 
図 2.3.5.2	 千葉都市モノレール	 路線図  
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2.3.6	 多摩都市モノレール  
 
	 	 多摩都市モノレール（図 2.3.6.1）は、1998 年 11 月に、東京都立川市の中心を、上北台




	 多摩モノレールの特性  
営業区間 多摩センター〜上北台 都市人口 124 万人 
営業距離 16km 開業年 1998 年 
駅	 	 数 19 駅 最急勾配 58‰ 
走行方式 跨座型 最小曲線半径 50m 
 
 











2.3.7	 沖縄都市モノレール  
 
	 	 沖縄都市モノレール線「ゆいレール」（図 2.3.7.1）は、国、沖縄県、那覇市と沖縄都市
モノレール株式会社が一体となって建設を行い、跨座式のモノレールである。2003 年 8 月
に開業しました（図 2.3.7.2）。沖縄では戦後初の鉄道開通となっている。	 
	 
	 沖縄モノレールの特性  
営業区間 那覇空港駅〜首里駅 都市人口 43 万人 
営業距離 13km 開業年 2003 年 
駅	 	 数 15 駅 最急勾配 60‰ 




図 2.3.7.1	 沖縄都市モノレール	 	 出典：7）  
 
	 




2.4	 諸外国モノレールの導入事例  
	 
2.4.1	 クアラルンプール（KL）モノレール（マレーシア）  
 
 KL モノレール線（図 2.4.1.1）は KL セントラル～ティティワンサ間走行しているマレー






都市人口 163 万人 
営業距離 8.6km 開業年 2003 年 
駅	 	 数 11 駅 最急勾配 60‰ 
走行方式 跨座型 最小曲線半径 50m 
 
	 








2.4.2	 ブッパータールモノレール（ドイツ）  
 
	 ブッパータールモノレール（図 2.4.2.1）は 19 世紀末に建設され、1901 年に開通した。
今現在も都市交通機関として使われており、現役最古のモノレールとなっている。年間
1700 万人の乗客に利用されている懸垂型モノレールである（図 2.4.2.2）。 
 
ブッパータールモノレールの特性  
営業区間 フォーヴィンケル駅〜オーバーバルメン駅 都市人口 34 万人 
営業距離 13.3km 開業年 1901 年 
駅	 	 数 20 駅 最急勾配 40‰ 








図 2.4.2.2	 ブッパータール・モノレール路線図  
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2.4.3	 ラスベガスモノレール（米国）  
 
	 2004 年 7 月 15 日 MGM グランドホテルとバリーズホテル間に存在していた無料モノレ
ールを延伸する形で開業した（図 2.4.3.1）。MGM グランドホテルとバリーズホテル間 7 駅
6.3km を結ぶ路線である。1 日の平均乗車人員は 20500 人である（図 2.4.3.2）。 
 
ラスベガスモノレールの特性  
営業区間 サハラ駅〜MGM グランド駅 都市人口 56 万人 
営業距離 6.3km 開業年 2004 年 
駅	 	 数 7 駅 最急勾配 40‰ 





図 2.4.3.1	 ラスベガス	 モノレール	 出典：10）  
出典：ウイキペディア	 ラスベガスモノレール  
 








2.4.4	 ムンバイ・モノレール（インド）  
 
	 2014 年 2 月にインド初のモノレールが西部ムンバイで運行を始めた（図 2.4.4.1）。ムン




営業区間 ワダラ駅〜チェンブール駅 都市人口 1248 万人 
営業距離 8.9km 開業年 2014 年 
駅	 	 数 7 駅 最急勾配 60‰ 












図 2.4.4.1	 ムンバイ・モノレール	 出典：11）  
 
	 
図 2.4.4.2	 ムンバイ・モノレール	 路線図  
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2.4.5	 重慶モノレール（2 号線、３号線）  
 
	 	 重慶市（図 2.4.5.1）は、中国西南地方には一番多きい工業都市であり、経済と交通の
中心地である。中国の 4 番目の直轄市であり、人口は約 3144 万人である。	 
	 重慶軌道交通 2 号線は中国初の跨座式モノレール（図 2.4.5.2）の路線で、2005 年 6 月
18 日に較場口～動物園間、2006 年 7 月 10 日に動物園～新山村間、新山村～魚洞間が 2013
年に開通した。	 
	 重慶軌道交通 3 号線は 2 号線と同じの跨座式モノレール規格を採用している。2011 年 9
月 29 日に両路口～鴛鴦、2011 年 10 月 8 日に鴛鴦～長福路、2011 年 12 月 30 日に二塘～両
路口及び長福路～江北空港、2012 年 12 月 28 日に魚洞～二塘が開通した。	 
	 現在、日本の大阪モノレールを抜いて、世界最長のモノレールの路線である（図 2.4.5.3）。	 
	 
重慶モノレールの特性  
重慶モノレール 人口：3144 万人 
２号線	 ３号線	 
営業区間 較場口〜新山村 営業区間 魚洞〜江北空港 
営業距離	 18.1km 営業距離	 55.5km 
駅	 	 数	 18 駅 駅	 	 数	 39 駅 
走行方式 跨座型	 走行方式 跨座型	 
開業年 2005 年 開業年 2011 年 
	 
	 






図 2.4.5.2	 重慶モノレール   出典：13）  
	 	 	  




2.5	 モノレール廃線事例  
	 








営業区間 姫路駅〜手柄山駅 都市人口 53 万人 
営業距離 1.6km 開業年 1966 年 
駅	 	 数 3 駅 最急勾配 60‰ 
走行方式 跨座型 最小曲線半径 80m 

















2.5.2	 シドニー・モノレール（オーストラリア）  
	 シドニー・モノレール（図 2.5.2.1）は,1988 年に,オーストラリア建国 200 年記念事業
の一環として開業した。2008 年以降は、経済の低迷のせいで、観光客数が減少した、利用




営業区間 ハーバーサイド駅〜ダーリング・パーク駅 都市人口 463 万人 
営業距離 3.6km 開業年 1988 年 
駅	 	 数 8 駅 最急勾配 60‰ 
走行方式 跨座型 最小曲線半径 20m 
記事：2013 年 6 月 30 日に運行廃止となっている 
	 
	 
図 2.5.2.1	 シドニー・モノレール	 	 出典：16）  
	 
図 2.5.2.2	 シドニー・モノレールの路線図  
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2.5.3	 セントーサ・モノレール（シンガポール）  
 
	 セントーサ・モノレールは（図 2.5.3.1）、シンガポールの南部セントーサ島で運行され
ていた跨座式モノレールである。1982 年 2 月に運行を開始した。セントーサ島内の観光の
足として運行した。セントーサ・エキスプレス建設の障害となるため、2005 年 3 月 16 日
に廃止された（図 2.5.3.2）。17）	 
セントーサ・モノレールの特性  
営業区間 フェリー・ターミナル駅〜ゲートウェイ駅 都市人口 540 万人 
営業距離 1.6km 開業年 1982 年 
駅	 	 数 7 駅 走行方式 跨座型 
記事：2005 年 3 月 16 日に運行廃止となっている 
	 
	 
図 2.5.3.1	 セントーサ・モノレール	 出典：18）  
 




2.5.4	 モスクワ・モノレール（ロシア）  
 
	 モスクワ・モノレール（図 2.5.4.1）は、2010 年の万博誘致計画の目玉として 2001 年か






都市人口 1210 万人 
営業距離 4.7km 開業年 2004 年 




















2.6	 モノレールの建設実績  
 
 
表 2.6.1	 南米と北米のモノレールの建設実績  
 
年代 国名 都市 型式 距離 人口 目的 
1959 アメリカ カリフォ
ルニア 
跨座 3.7km 3700 万 観光客用 
1962 アメリカ シアトル 跨座 1.5km 400 万 旅客輸送 
1967 カナダ モントリ
オール 
跨座 2.1km 165 万 観光客用 
1971 アメリカ フロリダ 跨座 4.4km 1880 万 旅客輸送 
1976 アメリカ ハワイ 跨座 1.5km 136 万 工場構内
輸送 
1982 アメリカ フロリダ 跨座 3.2km 1880 万 観光客用 
1996 アメリカ ニュージ
ャージー 
跨座 4.8km 879 万 旅客輸送 
2004 アメリカ ラスベガ
ス 
跨座 6.3km 56 万 旅客輸送 
2009 ブラジル グラマド 懸垂 ？ 3.2 万 観光客用 
2014 ブラジル サンポロ
ウ 













表 2.6.2	 ヨーロッパとオセアニアとアフリカのモノレールの建設実績  
 
年代 国名 都市 型式 距離 人口 目的 
1901 ドイツ ブッパー
タール 
懸垂 13.3km 34 万 旅客輸送 
1974 イギリス ハンプシ
ャー 
跨座 1.6km 170 万 観光客用 
1984 ドイツ ドルトム
ント 




跨座 3.2km 106 万 観光客用 
1991 イギリス チェスタ
ー 
跨座 1.5km 8 万 観光客用 
1996 ドイツ ルスト 跨座 2.5km 0.16 万 観光客用 
1999 イタリア ラヴェン
ナ 
跨座 2.0km 15 万 観光客用 
1999 ドイツ マクデブ
ルク 
跨座 2.8km 23 万 観光客用 
2002 ドイツ デ ュ ッ セ
ルドルフ 
跨座 2.5km 60 万 空港旅客
用 
2005 ロシア モスクワ 跨座 4.7km 1210 万 旅客輸送 
 
2008 スペイン サラゴサ 跨座 0.6km 68 万 買物用 
 



















表 2.6.3	 アジアのモノレールの建設実績  
 
年代 国名 都市 型式 距離 人口 目的 
1957 日本 東京上野動
物園 




跨座 17.8km 895 万 旅客輸送 
1970 日本 湘南 懸垂 6.6km 102 万 旅客輸送 
 




千葉 懸垂 15.5km 96 万 旅客輸送 
1990 日本 
 
大阪 跨座 28km 138 万 旅客輸送 
1998 日本 
 
多摩 跨座 16.2km 124 万 旅客輸送 
2001 日本 東京ディズ
ニーランド 
跨座 4.8km 895 万 遊覧用 
2003 日本 
 





重慶 跨座 74.6km 3144 万 旅客輸送 
2005 タイ 
 
チェンマイ 跨座 2km 128 万 遊覧用 
2007 シンガポ
ール 
セントーサ 跨座 1.6km 540 万 観光客用 
2009 アラブ首
長国連邦 
ドバイ 跨座 5.4km 226 万 観光客用 
2014 インド 
 




















れは原因となるかもしれません。モノレールの建設距離は 0〜5km が最多で、5〜10km と




























注 1）「都市モノレール整備の促進に関する法律」（昭和 47 年 11 月 17 日、法律第 129 号）	 	 	 
	 	 	 を受け、昭和 49 年度に、都市モノレールのインフラ部分（支柱、桁等）を道路の一	 	 	 	 	 
	 	 	 部として整備するインフラ補助制度が創設され、以降、昭和 50 年度に新交通システ	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の前半世代が 65 歳以上の高齢者となり、高齢化率は 25%、2024 年には、後半の団塊の世代





































図 3.2.1	 北九州市公共交通利用者数の推移	 
	 
資料:「北九州市統計年鑑」(各事業者調べ)より	 
	 	 	 	 	 JR は、北九州市内の JR 駅乗客数の合計(含む新幹線小倉駅)	 
	 	 	 	 	 バスは、交通局、西鉄バス北九州、西鉄北九州観光、北都観光バス	 




















表 3.3	 北九州モノレール各駅周辺の人口比較（2014 年 9 月）	 
	 






小倉	 1875	 442	 0.24	 
平和通	 824	 150	 0.18	 
旦過	 4142	 1081	 0.26	 
香春口	 13982	 3679	 0.26	 
片野	 11632	 2852	 0.25	 
城野	 4870	 1115	 0.23	 
北方	 7245	 1540	 0.21	 
競馬場前	 2206	 176	 0.08	 
守恒	 11377	 2057	 0.18	 
徳力公団	 12007	 2790	 0.23	 
徳力嵐山口	 4640	 873	 0.19	 
志井	 6933	 1806	 0.26	 
企救丘	 5678	 830	 0.15	 
	 
	 
表	 3.3 から見てもわかるように、半分以上の駅周辺で高齢化率が 21%を超え、中でも旦過
















3.4	 2009 年〜2024 年モノレール沿線駅周辺人口推移・予測	 
	 2004 年から 2014 年の 10 年間では、モノレール周辺地域における人口数は	 86295 人か	 
ら 87411 人となり、少し増えたが、65 歳以上の高齢者割合が 16%から 22%まで増加した。
2009 年から 2014 年の 5 年間では、モノレール周辺地域における人口数は	 86034 人から	 
87411 人となり、65 歳以上の高齢者割合が 19%から 22%まで増加している。人口数の増減が
明らかになったことで、2014 年から 2019 年までの 5 年間にも、年齢層ごとに、	 同じ人口
数の増減が進むと仮定し、2019 年の人口数を予測した。5 歳以上の人口数推測は式 1 を用
いて算出し、5 歳以下の人口数推測は式	 2	 を用いて算出した。	 
	 
	 	 P19=P19 移-(P14 移-P14)×P19 移/P14 移	 	 	 	 	 	 (式	 1)	 
	 
	 	 P19=P14+(P14-P09)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (式	 2)	 	 
	 
ただし、	 
	 	 P19：2019 年人口(予測)	 
	 	 P14：2014 年人口	 
	 	 P19 移：2014 年人口全体がそのまま 5 年推移する場合の値	 	 
	 	 P14 移：2009 年人口全体がそのまま 5 年推移する場合の値	 
	 さらに、上記の式で、2024 年と 2029 年における、モノレール周辺地域の各年齢層の人
口数を予測した。	 
	 予測より、2014 年から 2024 年の 10 年間では、モノレール周辺地域の人口数が 87411 人
から 88999 人まで（1.8%）増加し、65 歳以上の高齢者が人口数の 22%から 27%まで増加す
ることがわかる。	 
	 5 年間隔の推移で予測する方法以外に、10 年間隔と 15 年間隔の推移で予測を行ったが、
結果はほぼ同じであった。	 
	 以上より、これから，小倉モノレール周辺地域における人口数が 2024 年には、約 1.8%
増加していき、超高齢化社会の進行が、ますます進んでいくことがわかる。2）3）	 
	 
	 図 3.4.1 は、2009 年、2014 年のモノレール駅周辺人口及び 2019 年、2024 年の人口予測
を示している。モノレール周辺地域全体の人口を 5 歳ごとの年齢層に分けたもので、濃い
色は、人口が 6000 人以上の年齢層である。2009 年の各年齢層における人口数を見ると、3
5〜39 歳の人口数が 6890 人であり、最も多いことがわかる。2014 年のデータを見ると、4















2024 年（予測）  
2014 年から 2024 年までの 10 年間で、総人口数が 1.8%増加することが分かる。	 
図 3.4.1	 2009 年 2014 年のモノレール駅周辺人口及び 2019 年 2024 年の人口予測	 
  
43 
各年齢層における人口数が 10 年間隔で推移する方法で、将来人口を予測	 
	 
	 2004 年  
	 
	 	 2014 年  
 
	 	 2024 年（予測）  
2014 年から 2024 年までの 10 年間で、総人口数が 2.7%減少することが分かる。	 
図 3.4.2	 2004 年、2014 年のモノレール駅周辺人口及び 2024 年の人口予測	 
	 過去 10 年間の傾向が続くとした予測した場合、過去 5 年間の予測（図 3.4.1）と逆の結




各年齢層における人口数が 15 年間隔で推移する方法で、将来人口を予測	 
	 
	 
	 1999 年	 
	 
	 2014 年	 
	 
	 2029 年（予測）	 
2014 年から 2029 年までの 15 年間で、総人口数が 7.4%減少することが分かる。	 
図 3.4.3	 1999 年、2014 年のモノレール駅周辺人口及び 2029 年の人口予測	 
	 
	 過去 15（1999 年〜2014 年）の傾向に基づく予測（図 3.4.3）では 2029 年の高齢化率は









図 3.5	 モノレール各駅周辺の高齢化率	 
	 
	 図 3.5 はモノレール各駅周辺の高齢化率を示している。各駅周辺の高齢率は、概ね年々
に増加していくことが分る。2024 年に高齢率はピークに達すると予測されている。特に志	 





















図 3.6	 モノレール各駅周辺の人口密度	 
	 
	 各駅周辺の人口密度は、2029 年までに、小倉駅、平和通駅、競馬場前駅は低くなると予
測されている。この中、小倉駅の人口密度が 48 人/ha、競馬場前駅の人口密度は 14 人/ha
となり、平和通駅が 31	 人/ha、かなり低い人口密度を持つ過疎状態になる。それ以外、人
口密度が 80 人/ha 以上の駅は香春口駅、片野駅、守恒駅、徳力公団前駅、企救丘駅。特に
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図 3.7.1	 1999〜2014 年駅周辺人口の町丁目別増減率	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図 3.7.2	 2009〜2014 年駅周辺人口の町丁目別増減率	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図 3.7.3	 2004〜2014 年駅周辺人口の町丁目別増減率	 
	 	 
	 過去 10 年間の駅周辺人口の町丁目別増減率を見ると、5 年間に比べ増加率の高い丁目が






































































































































図 3.7.4	 2014〜2024 年駅周辺人口の町丁目別増減率予測	 









図 3.8	 モノレール沿線人口構成の推移と将来推計	 
	 
	 
	 図 3.8 はモノレール沿線人口構成の推移と将来推計を示す。この図によると、モノレー






















	 小倉駅周辺の人口は、予測により、2024 年までに総人口は 56.2%増加することが分かる。










	 平和通駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 1.2%減少すること








	 旦過駅周辺の人口は、予測より、2024 年の人口数が 2014 年より 2.5%減少することが分









	 香春口駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 5.6%増加すること








	 片野駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 4.2%増加することが
わかる。0 歳〜35 歳、35 歳〜65 歳人口の割合が 2014 年より、ほぼ変わっていない。65 歳







	 城野駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 0.2%減少することが
わかる。0 歳〜35 歳、35 歳〜65 歳人口の割合が 2014 年より、ほぼ変わっていない。65 歳









	 北方駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 3.8%減少することが
わかる。0 歳〜35 歳の年齢層は減少することが分かった。35 歳〜65 歳人口の割合が 2014









	 競馬場前駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より大幅に減少した。
17.7%減少することがわかる。0 歳〜35 歳の年齢層は 4.7%減少することが分かった。35 歳







	 守恒駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 6.8%減少することが
わかる。0 歳〜35 歳の年齢層はやや減少することが分かった。35 歳〜65 歳人口数も減少し








	 徳力公団前駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 6.9%減少する
ことがわかる。0 歳〜35 歳の年齢層は 4.5%減少することが分かった。35 歳〜65 歳人口の









	 徳力嵐山口駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 3.8%増加する
ことがわかる。0 歳〜35 歳の年齢層と 35 歳〜65 歳の年齢層は 2014 年より、ほぼ変わって






	 志井駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 12.2%減少すること
が分かった、人口数はかなり減った。0歳〜35歳の年齢層は 4.0%減少することが分かった。









	 企救丘駅周辺の人口は、予測により、2024 年の人口数が 2014 年より 41.1%増加するこ
とが分かった。0 歳〜35 歳の年齢層は 10.1%減少することが分かった。35 歳〜65 歳人口の




















	 本章は北九州モノレール駅沿線の過去 15 年間、10 年間、5 年間の人口増減を３段階に分
けて駅ごとに求め、年齢別に同様の傾向が今後続くと仮定して、駅ごとの年齢別将来人口
動態を予測し、解析を行っている。将来予測では、2019 年では、団塊の世代の前半世代が
65 歳以上の高齢者となり高齢化率は 25%、2024 年には、後半の団塊の世代も 65 歳以上と






































3） 北九州市統計年鑑	 http://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/menu05_0125.html	 
4） 張元文：北九州におけるモノレールを中心とした街づくりのあり方に関する研究	 





























ル利用者の年齢層では 60 代の利用者の割合と 70 歳以上の利用者の割合合わせて、平成 14
年の割合により、平成 22 年が 8.5 減ったことが分かる。それに対して、自家用車が持って







































































 4.1.4 北九州モノレール沿線店舗の年間販売額と単位面積の販売額 
 





























コレット・I'm 専門店街 魚町銀天街  井筒屋小倉店 チャチャタウン小倉リバーウォーク
北九州西日本総合展示場 北九州国際会議場 アジア太平洋インポートマート(AIM) 北九州
メディアドーム(小倉競輪場) 北九州予備校小倉駅校 北九州調理師専門学校 代々木ゼミ
ナール小倉校 麻生情報ビジネス専門学校北九州校 麻生公務員専門学校北九州校 KCS 北九
州情報専門学校 大原簿記公務員専門学校小倉校 大原医療福祉専門学校小倉校 東京アカ





魚町銀天街  旦過市場  日本銀行北九州支店  ナフコ本社  
北九州銀行本店 十八銀行北九州支店  
毎日新聞西部本社   KNT ツーリスト北九州営業所  









北九州市立医療センター  総合保健福祉センター(アシスト 21)  
北九州市立商工貿易会館  天神島市営駐車場 旦過市場 CROSS FM 旧本社   









北九州市消防局小倉北消防署  小倉競輪場(メデ ィアド ーム)  
北九州市民球場  北九州中央郵便局  ハローワーク小倉  北九州中央病院 
TOTO 本社 福岡銀行三萩野支店  西日本シティ銀行三萩野支店  もみじ銀行小倉支店  
福岡ひびき信用金庫三萩野支店  グルメシティ三萩野店  三萩野バッティングセンター  













福岡県警察片野交番  美萩野女子高等学校  市民球場 
小倉日新館中学校    北九州市立貴船小学校 
豊和銀行北九州支店   トーハン北九州支店 













JR 城野駅−日豊本線・日田彦山線  ※当駅からは徒歩で約 15 分程度(約 800m)かかる。 
福岡県立小倉商業高等学校  福岡県立小倉南高等学校 







小倉南区役所  福岡県警小倉南警察署   国土交通省九州地方整備局北九州国道事務所  
独立行政法人国立病院機構小倉医療センター  北方出入口-北九州高速 1号線  






RA 小倉競馬場    北九州市立大学 北方キャンパス  
陸上自衛隊小倉駐屯地    北九州自動車運転免許試験場  






守恒市民センター   北九州市立守恒中学校  北九州市立徳力小学校 
イオン徳力店  ホームプラザナフコ徳力店  ホームセンターグッディ小倉南店 
コナミスポーツクラブ徳力  福岡銀行守恒支店   北九州銀行守恒支店 





UR 都市機構徳力団地   北九州市立小倉南武道場  徳力小学校 
北九州市立広徳中学校   北九州市立広徳小学校  
福岡銀行徳力支店    西日本シティ銀行徳力支店  


















志井ニュータウン   北九州工業高等専門学校  エフコープ志井店    








志井公園駅-JR 九州日田彦山線-東へ約 400m   常磐高等学校-南東へ約 800m 
北九州市立企救丘小学校-北西へ約 700m     志井公園-東へ約 400m    







4.3.1 アンケート調査概要（平成 22 年） 
 
  i 目 的 モノレールを利用している人に対して、利用時間帯、利用頻度、利用目的、 
    利用理由を調査し、利用者実態を把握する。モノレール利用状況等を利用者の立  
    場から明らかにするとともに、利用者像や利用目的の変化を明らかにしている。  
    超高齢化の進展とともに、駅周辺で自動車利用が増加しており利用促進に向けた  
    新たな取り組みが必要だと考えられる。 
  ii 対象者 モノレール利用者のうち、中学生以上の方 
  iii 方 法 モノレール職員と北九州市立大学の学生による各駅での配布、回収し、調    
      査票の記入は車内でお願いした。 
  iv 期 間 平成 22 年 6 月 3日 9時〜19 時 30 分に配布。回収は 20 時まで行った。  
  v 配布・回収状況 各駅の配布回収状況は下表のとおり。 
           ただし、回収票の中で集計不能分、つまり無効票が含まれていたため、これを
除く有効回収数は 6850 件であった（表 4.3.1）。 
 
表 4.3.1 各駅の収集状況 
 
駅名 小倉 平和通 旦過 香春口 片野 城野 北方 競馬場前 守恒 公団 嵐山口 志井 企救丘
回 収
枚 数 
1823 642 420 412 419 317 313 422 493 614 376 287 415 
 
 















































































 図 4.3.2.3.3 利用目的（年齢別） 
 
年齢別の利用目的をみると、19 歳以下には、「通学」の割合がもっとも多く 78.1%とな
っている。次いで、「通勤」の割合が 7.8%、「買物」が 5.9%である。20 代には「通勤」
の割合が最も多く 38.1%であり、次いで、「通学」が 31.4%、「買物」が 13.8%となってい




「買物」が 14.6%であり、「業務」が 9.2%となっている。60 代には、「通勤」の割合がも
っとも多く 36.5%となっている。次いで、「買物」が 25.5%であり、「レジャー」が 14.1%
となっている。70 歳以上には、「買物」の割合がもっとも多く 40.9%となっている。次い







































67.5%、次いで、「自転車」が 16.9%であり、「バス」が 12.3%となっている。20 代には、「徒
歩」の割合が最も多く 77.2%となっている。「自転車」が 11%である。30 代には、「徒歩」
の割合が最も多く 77.5%となっている。「自転車」が 8.2%、「バス」が 6.9%である。40 代に
は、「徒歩」の割合が最も多く 75.6%となっている。「バス」が 8.8%、「自転車」が 7.2%で
ある。50 代には、「徒歩」の割合が最大で 74%、「バス」が 9.6%、「自転車」が 7.1%となっ
ている。60 代には、「徒歩」の割合が最大で 74.5%、「バス」が 9.9%、「マイカー」が 6.2%























 モノレール利用者の年齢には、全体から見ると、20~24 歳の乗客は 15~19 歳が 13%、20 
~24 歳が 13%、55~59 歳が 9%、60~64 歳が 8%で、これに、40~44 歳、50~54 歳が、7%でつづ
いた。65 歳以上は 12%を占めている。 
 
 図4.3.2.5 モノレール利用者の年齢（駅別） 
 モノレール利用者の年齢には、駅別から見ると、15〜19 歳や 20〜24 歳の利用者は競馬 


























































4.4 アンケート調査概要（平成 14 年） 
 




ii 対象者 15 歳以上の男女 3000 人  
 
iii 方 法 訪問留置方法 
 
iv 期 間 平成 14 年 2 月 2日〜19 日  
 












注：モノレール利用者の利用状況を把握するため、下のデータは平成 14 年アンケートの  














 4.4.1 モノレールの日常生活の利用度 
 
 日常生活でのモノレールの利用状況は、「現在、利用している」が 46.1%で最多、次に「利 

































 図 4.4.1 で「利用したことはない」と回答した方にモノレールを利用しなくなった理由  
について尋ねた結果、62.4%が「モノレールを利用する必要がないから」としており、次に
「自宅がモノレールの駅が遠いから」が 24.3%となっている。 





図 4.4.2 モノレールを利用したことがない理由 
 
 
























 属性別にみると、「車の方が便利だから」と言う理由が多く、特に 20 代、30 代、勤め人、 
自由・自営業でこの傾向が強い。「会社の退職、学校の卒業」を理由とする傾向が強いのは、 
20 代、30 代、60 代、主婦などである。「バスの方が便利だから」を理由とする傾向が強い 
のは、19 歳以下や 60 代、学生、車の運転をしない人があげられる（表 4.4.3）。 
 




























































っとも多い。利用区分としては「月に 2〜3回」で 28.6%、次に「半年に 2〜3回」で 19.0%
とこの二つの区分で 40%強を占める。距離区分が 0.5km 圏の層で 34.3%となっている。 



























































































































 モノレールの乗車駅までの利用交通機関は 70.1%が「徒歩のみ」としており、「自転車」 
(13.0%)を大きく引き離している。 
 距離区分別では距離が長くなるにつれて、「徒歩のみ」が減少し、「自転車」や「車で送
ってもらう」が漸増する。また、「バス」については 2.5km 圏以上で 20%以上を占めている。 
 そのほかでは、19 歳以下や学生で「自転車」、70 歳以上で「バス」が多くなっている。 
 


































































































 自宅から乗車駅までの所要時間を図表 4.4.7 から見ると、もっとも多いのは「8分未満」
で 40.7%を占めているが、「10 分以上」も 37.4%で、「5分未満」は 15.8%である。 
 距離区分別では 0.5km 圏では「5分未満」が 28.4%を占めているが 1.0km 圏以上では全体
結果を下回る 10%程度からそれ以下である。逆に「10 分以上」は 1.5km 圏から増加し 50〜
60%以上を占めている。 
 そのほかでは、19 歳以下や学生では「5分未満」が 20%強を占めていること、「8分未満」
を合わせると 70%を占めていることが特徴としてあげられる。 
 


























































































1323 209 538 67 495 14
100.0 15.8 40.7 5.1 37.4 1.1
501 79 213 24 180 5
100.0 15.8 42.5 4.8 35.9 1.0
812 125 323 43 312
100.0 15.4 39.8 5.3 38.4 1.1
107 23 53 1 30 0
100.0 21.5 49.5 0.9 28.0 0.0
157 26 82 5 44 0
100.0 16.6 52.2 3.2 28.0 0.0
203 33 74 15 78
100.0 16.3 36.5 7.4 38.4 1.5
247 37 115 10 82 3
100.0 15.0 46.6 4.0 33.2 1.2
219 30 86 14 85
100.0 13.7 39.3 6.4 38.8 1.8
234 38 79 15 101
100.0 16.2 33.8 6.4 43.2 0.4
147 18 47 7 72 3
100.0 12.2 32.0 4.8 49.0 2.0
405 62 162 23 152 6
100.0 15.3 40.0 5.7 37.5 1.5
136 27 62 3 44 0
100.0 19.9 45.6 2.2 32.4 0.0
421 61 163 30 161 6
100.0 14.5 38.7 7.1 38.2 1.4
143 33 77 1 32 0
100.0 23.1 53.8 0.7 22.4 0.0
178 21 57 9 89 2
100.0 11.8 32.0 5.1 50.0 1.1
27 1 13 1 12 0
100.0 3.7 48.1 3.7 44.4 0.0
681 104 284 36 252
100.0 15.3 41.7 5.3 37.0 0.7
626 99 250 30 238 9
























































 沿線居住者のモノレールの利用目的は「買物」が 37.4%で最多、次に「通勤」で 16.3%、 
「レジャー」が 15.9%と、利用客調査結果と大きな差が生じている(利用客調査では通勤が
36.3%、通学が 23.1%、買物は 12.1%) 
 表 4.4.8 から見ると、概ねいずれの属性においても「買物」目的が多いものの、距離区
分では 1.0km 圏以下では「通勤」が 20%程度、2.0km 圏以上では「レジャー」も 20%以上を
占める。 




























































































 モノレールの主な利用頻度は 33.6%が「週に 1 回以上」、28.9%が「月に数回」、17.8%が
「半年に数回」、14.7 が「年に数回」である。 
 距離区分別では、距離が短い層は「週に 1回以上」の割合が多い。 
 また、「週に 1回以上」の利用頻度が多い層としては、19 歳以下、20 代や勤め人、学生
で、19 歳以下や学生では 60%以上をしめており、「月に数回」が多い層は 70 歳以上で 36.7%
である。 























































 主な降車駅では「小倉駅」が 41.6%、「平和通駅」が 25.5%、この 2 駅で全体の 67.1%を
しめている。 
 いずれの属性でも「小倉駅」で降車する割合が 40%程度からそれ以上をしめている。 

































表 4.4.9 属性別にみたモノレールの主な利用頻度 
 



































































1323 551 337 85 68 19 33 20 68 37 20 10 19 33 23
100.0 41.6 25.5 6.4 5.1 1.4 2.5 1.5 5.1 2.8 1.5 0.8 1.4 2.5 1.7
501 236 94 21 28 8 15 9 49 9 5 5 7 5 10
100.0 47.1 18.8 4.2 5.6 1.6 3.0 1.8 9.8 1.8 1.0 1.0 1.4 1.0 2.0
812 309 241 63 39 11 18 11 19 28 15 5 12 28 1
100.0 38.1 29.7 7.8 4.8 1.4 2.2 1.4 2.3 3.4 1.8 0.6 1.5 3.4 1.6
107 49 14 5 10 3 12 3 1 0 0 1 7 1
100.0 45.8 13.1 4.7 9.3 2.8 11.2 2.8 0.9 0.0 0.0 0.9 6.5 0.9 0.9
157 78 31 5 9 2 6 1 14 3 0 1 1 3
100.0 49.7 19.7 3.2 5.7 1.3 3.8 0.6 8.9 1.9 0.0 0.6 0.6 1.9 1.9
203 89 64 7 7 1 1 0 10 4 7 0 1 9
100.0 43.8 31.5 3.4 3.4 0.5 0.5 0.0 4.9 2.0 3.4 0.0 0.5 4.4 1.5
247 109 66 20 10 6 4 1 10 8 4 2 3 4 0
100.0 44.1 26.7 8.1 4.0 2.4 1.6 0.4 4.0 3.2 1.6 0.8 1.2 1.6 0.0
219 87 63 19 12 2 3 5 11 7 3 1 3 3
100.0 39.7 28.8 8.7 5.5 0.9 1.4 2.3 5.0 3.2 1.4 0.5 1.4 1.4 0.0
234 85 58 13 13 4 4 4 14 9 3 2 4 9
100.0 36.3 24.8 5.6 5.6 1.7 1.7 1.7 6.0 3.8 1.3 0.9 1.7 3.8 5.1
147 49 39 15 6 1 3 6 8 6 3 3 0 4
100.0 33.3 26.5 10.2 4.1 0.7 2.0 4.1 5.4 4.1 2.0 2.0 0.0 2.7 2.7
405 173 104 19 27 7 9 6 24 9 10 2 3 4 8
100.0 42.7 25.7 4.7 6.7 1.7 2.2 1.5 5.9 2.2 2.5 0.5 0.7 1.0 2.0
136 59 28 8 6 3 3 2 11 5 1 3 0 5
100.0 43.4 20.6 5.9 4.4 2.2 2.2 1.5 8.1 3.7 0.7 2.2 0.0 3.7 1.5
421 157 148 32 13 4 7 4 6 16 6 2 5 17
100.0 37.3 35.2 7.6 3.1 1.0 1.7 1.0 1.4 3.8 1.4 0.5 1.2 4.0 1.0
143 72 17 5 10 3 12 3 8 0 0 1 8 2
100.0 50.3 11.9 3.5 7.0 2.1 8.4 2.1 5.6 0.0 0.0 0.7 5.6 1.4 1.4
178 71 32 17 11 1 1 5 16 6 3 2 3 4
100.0 39.9 18.0 9.6 6.2 0.6 0.6 2.8 9.0 3.4 1.7 1.1 1.7 2.2 3.4
27 12 5 3 0 1 1 0 3 1 0 0 0 1
100.0 44.4 18.5 11.1 0.0 3.7 3.7 0.0 11.1 3.7 0.0 0.0 0.0 3.7 0.0
681 320 172 41 30 8 11 9 41 9 7 5 6 11 11
100.0 47.0 25.3 6.0 4.4 1.2 1.6 1.3 6.0 1.3 1.0 0.7 0.9 1.6 1.6
626 224 160 42 36 11 22 11 27 28 13 5 13 22 1




































































 主な利用時間帯は、「始発〜午前 10 時」が 33.7%、「午前 10 時〜12 時」が 33.8%、「12
時〜午後 3時」が 18.3%となっている。 
 距離区分別では、1.5km 圏以下では 40%弱が「始発〜午前 10 時」の利用であるのに対し、
2.0km 圏以上ではこれが減少し、逆に「午前 10 時〜12 時」の利用が若干増加している。 
 「始発〜午前 10 時」の利用が多い属性として、19 歳以下や 20 代、勤め人や学生で、特
に 19 歳以下や学生では 60%以上をしめている。また、「午前 10 時〜12 時」の利用が多い属
性としては女性、30 代以上、主婦という層である。 
 






























































































 距離区分では利用の多い 1.0km 圏以下では認知度が 30%以上となっているが、利用の少
ない 2.5km 圏以上では「知らない」が 80%以上をしめている。 
 そのほかで認知度が高い属性は、30 代や勤め人で 35%以上、逆に認知度が低い属性は 19
歳以下や 70 歳以上で「知らない」が 80%を超える。 
 車の運転をする、しないの別では運転する方で認知度は 33.4%、運転しない人でも 20.2%
と大きな差は生じていない。 
 













































































































































り、利用している 70%強の中で、17.9%は「月に 2〜3回」、11.2%が「半年に 2〜3回」12.5%
が「年に 2〜3回」と、これらで全体の 40%強をしめている。 
 距離区分別では 1.5km 圏以下では 30%以上が「バスは利用しない」としているものの、
2.0km 圏以上では 20%程度となる。 













































































 自宅からバス停までの所要時間は「5分未満」が最多で 37.9%、次に「8分未満」が 30.1%
で「10 分以上」は 14.3%である。モノレールの乗車駅までの所要時間と比較すると全く逆
の結果となっている。距離区分別でも全体結果とほぼ同じである。 






























































































2020 766 608 32 288 326
100.0 37.9 30.1 1.6 14.3 16.1
714 289 213 8 107 97
100.0 40.5 29.8 1.1 15.0 13.6
1290 475 388 23 181 223
100.0 36.8 30.1 1.8 14.0 17.3
129 45 46 1 23 14
100.0 34.9 35.7 0.8 17.8 10.9
244 86 76 3 51 28
100.0 35.2 31.1 1.2 20.9 11.5
278 101 95 2 42 38
100.0 36.3 34.2 0.7 15.1 13.7
345 125 107 4 44 65
100.0 36.2 31.0 1.2 12.8 18.8
359 158 86 9 43 63
100.0 44.0 24.0 2.5 12.0 17.5
398 160 123 9 44 62
100.0 40.2 30.9 2.3 11.1 15.6
255 89 69 3 41 53
100.0 34.9 27.1 1.2 16.1 20.8
585 221 168 6 97 93
100.0 37.8 28.7 1.0 16.6 15.9
238 114 59 3 28 34
100.0 47.9 24.8 1.3 11.8 14.3
629 221 201 13 87 107
100.0 35.1 32.0 2.1 13.8 17.0
154 54 51 1 32 16
100.0 35.1 33.1 0.6 20.8 10.4
349 132 108 7 37 65
100.0 37.8 30.9 2.0 10.6 18.6
46 17 15 1 6 7
100.0 37.0 32.6 2.2 13.0 15.2
1027 297 14 149 164
100.0 39.2 28.9 1.4 14.5 16.0
971 359 301 17 138 156




















































 バスの利用目的は「買物」が最多で 41.7%、次に「レジャー」が 13.7%、「通勤」が 11.3%
である。「通勤」ではモノレールの 16.3%よりも若干下回る結果となっている。 
 















































































 バスの主な利用頻度は「週に 1回以上」が 25.4%、「月に数回」が 26.6%、「半年に数回」
が 17.0%、「年に数回」が 17.4%である。モノレールの主な利用頻度と比較すると、月に 1
回以上の区分ではバスが 52.0%に対し、モノレールでは 62.5%と若干頻度は低い。 
 












































































 表 4.5.4 バスの主な利用頻度 
2020 513 538 343 352 172 102
100.0 25.4 26.6 17.0 17.4 8.5 5.0
714 129 173 130 144 96 42
100.0 18.1 24.2 18.2 20.2 13.4 5.9
1290 379 361 211 206 74 59
100.0 29.4 28.0 16.4 16.0 5.7 4.6
129 62 28 22 8 7 2
100.0 48.1 21.7 17.1 6.2 5.4 1.6
244 55 60 51 54 18 6
100.0 22.5 24.6 20.9 22.1 7.4 2.5
278 57 71 46 67 30 7
100.0 20.5 25.5 16.5 24.1 10.8 2.5
345 63 82 66 76 44 14
100.0 18.3 23.8 19.1 22.0 12.8 4.1
359 84 89 71 68 35 12
100.0 23.4 24.8 19.8 18.9 9.7 3.3
398 110 128 52 54 21 33
100.0 27.6 32.2 13.1 13.6 5.3 8.3
255 77 78 33 23 16 28
100.0 30.2 30.6 12.9 9.0 6.3 11.0
585 143 124 109 124 66 19
100.0 24.4 21.2 18.6 21.2 11.3 3.2
238 39 59 38 53 31 18
100.0 16.4 24.8 16.0 22.3 13.0 7.6
629 153 199 104 109 41 23
100.0 24.3 31.6 16.5 17.3 6.5 3.7
154 71 33 29 13 6 2
100.0 46.1 21.4 18.8 8.4 3.9 1.3
349 89 110 51 41 20 38
100.0 25.5 31.5 14.6 11.7 5.7 10.9
46 11 10 9 8 7 1
100.0 23.9 21.7 19.6 17.4 15.2 2.2
1027 151 213 217 263 137 46
100.0 14.7 20.7 21.1 25.6 13.3 4.5
971 352 323 124 84 33 55




















































































 バスの主な利用時間帯は「午前 10 時〜12 時」が最多で 36.1%、次に「始発〜午前 10 時」
が25.7%、「12時〜午後3時」が17.1%でモノレールの主な利用時間帯とほぼ同傾向である。 
 











































































 属性別にみても、「バスを利用する必要がない」が 60〜70%をしめている。 
 


























































バスを利用する必要がない バス停まで遠い バスの便数が少ない 



























4.6 アンケート調査結果の比較（平成 14 年と平成 22 年） 
 
4.6.1 利用目的の比較  
 
図 4.6.1.1 利用目的の比較（全体） 
 
 利用目的については、「通勤」の割合が平成 14 年 16.3%で、平成 22 年は倍増することが
分かりました。(38.1%)、「通学」が 平成 14 年より、平成 22 年は 10%多かったである。)(平
成 14 年が 6.6%、平成 22 年が 16.6%)「買物」が平成 14 年(37.4%)より、平成 22 年(15.1%)
は大幅に減ってきた。マイカー利用する人が増え、そして利用時間の制限ないから、買物
の割合が減ったと考えられる。「レジャー」と「その他」の割合は平成 14 年より、平成 22
年は倍で減っていることが分かる。その他、「業務」と「通院」がほぼ変わらない。 
 




 年齢別で利用目的の比較をみると、各属性の下段は平成 14 年のデータを示し、上段は平











で、平成 22 年 59.3%、約 10%減ったことが分かりました。「自転車」が平成 14 年より、平
成 22 年は倍で減ってきた。(平成 14 年が 13.0%、平成 22 年が 6.6%)「送迎」が平成 14 年
(6.4%)より、平成 22 年(1.0%)は大幅に減ってきた。「マイカー」が 平成 14 年 2.3%、平
成 22 年 3.5%、1.2%増加することが分かる。「バス」「バイク」と「タクシー」がほぼ変わ
らない（図 4.6.2.1）。 
 















図 4.6.3 モノレール利用者の年齢層の比較 
 
 モノレールの利用者の年齢層では、「19 歳以下」が平成 14 年(6.4%)より、平成 22 年
(13.6%)の利用割合が倍に増加することが分かる。「20 代」、「30 代」、「40 代」、「50 代」が
ほぼ変わらないである。また、「60 代」の利用者の割合が 3.3%減った、(平成 14 年 17.2%、
平成 22 年 13.9%)「70 歳以上」の利用者の割合が 5.2%減った。60 代の利用者の割合と 70














図 4.6.4 モノレール利用者の性別の比較 
 
















































































図 4.7 モノレール各駅周辺の地価 
データ出典：土地代データ 
  
 小倉駅周辺地区の地価は下落を続けており、平均公示地価は、平成 12 年から平成 26 年





























4.8）。平成 7年と平成 22 年の人口増加は徳力嵐山口駅が 85.6%、守恒駅と企救丘駅の伸び


















 大連には、中国遼東半島南端にある港都市である（図 4.9.1）。面積は約 12573.85km２、
大陸性モンズーン気候で、四季ははっきりしている。2010 年 11 月時点、人口は 669 万人、
0〜14 歳の人口割合が 9.9%を占め、15〜59 歳の人口割合が 74.3%で、60 歳以上の人口比率
は 15.8%となっている。管轄地域は 6区、3県級市、1県を構成されている。 
 
図 4.9.1 大連地図 出典：中国地図−大連（加筆） 
 
4.9.2 大連のライトレール 
 大連ライトレール 1号線は、大連駅〜金石灘間 49.1km 路線で 2002 年に開通した。現在
市中心と郊外を結ぶ交通機関として使われており、年間約 1825 万人の乗客に利用されてい
る高架式軌道電車である（図 4.9.2.1）。2008年、2014 年に 7号線と 8号線は相次ぐ開通
した（図 4.9.2.2）。 
 
    
   図 4.9.2.1 ライトレール      図 4.9.2.2 ライトレール路線図 





 2014 年 9 月 5日〜9月 12 日に大連ライトレールの利用状況を把握するため、アンケート










学生 仕事 退職 その他 
 
図 4.9.3.1 利用者属性 
 
 図 4.9.3.1 は利用者属性を示している。学生の利用割合が 65%を占め、次いで、仕事の







0円 0～35000円 35000～70000円 70000円以上 
 
図 4.9.3.2 利用者の月給 
 図 4.9.3.2 はライトレール利用者の月給を示す。月給 0円は最大で、55%を占めている。











18歳以下 18～45歳 45～65歳 65歳以上 
 
図 4.9.3.3 利用者の年齢層 
 図4.9.3.3はライトレール利用者の年齢層を示す。18〜45歳の利用割合が一番多かった、
60%となり、次に、45〜65 歳の利用割合が 30%となっている。65 歳以上と 18 歳以下の利用
割合が同じで、5%となっている。 






























ル利用者の年齢層では 60 代の利用者の割合と 70 歳以上の利用者の割合合わせて、平成 14 
年の割合により、平成 22 年が 8.5%減ったことが分かる。それに対して、自家用車が持っ

































1） 北九州市市役所ホームページ  http://www.city.kitakyushu.lg.jp/soumu/file_0325.html 
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〜利用者実態及び駅周辺の人口動態について〜，2011 年 3 月 
6） 土地代データ http://www.tochidai.info 
7） 北九州高速鉄道(株)経営検討委員会：北九州都市モノレールの経営改善と利用促進に
関する提言，平成 16 年 11 月 
8） 神力潔司：中心市街地の活性化を目指した乗り合いタクシーの有用性と事業性に関す





























































































































数が 2014 年より 56.2％増加することが分か





































































































































度が 142 人/ha となっている。人口予測によ







































































	 片野駅は 2024 年までに人口密度が 121 人/ha となっている。2014 年より、増加傾向があ










































	 城野駅は 2024 年までに人口密度が 65 人/ha となっている。2014 年より、ほぼ変わってい
ないが、高齢化率が 2024 年までに 27.1%になっている。高齢者割合が 2014 年と比べ、4.2%










































	 北方駅は 2024 年までに人口密度が 78 人/ha となっている。2014 年より、減少する傾向に

















口密度が 17 人/ha となっている。人口予測に
より、人口数が 2014 年より 17.7％減少する
ことが分かる。65 歳以上の割合が 8.0％から、






















競馬場前駅 2024 年までに人口密度が 17 人/ha となっている、かなり低い人口密度を持つ
過疎状態になる。2014 年より、減少する傾向にあるが、高齢化率が 2024 年までに 12.7%に











































	 守恒駅 2024 年までに人口密度が 88 人/ha となっている。2014 年より、少し減少する傾向

















の人口密度が 101 人/ha となっている。人口
予測により、人口数が 2014 年より 6.9％減少
することが分かる。65 歳以上の割合が 2014

























徳力公団前駅 2024 年までに人口密度が 101 人/ha となっている。2014 年より、少し減少
















の人口密度が 74 人/ha となっている。人口予
測により、人口数が 2014 年より 3.8％増加す
ることが分かる。65 歳以上の割合が 2014 年


























	 徳力嵐山口駅 2024 年までに人口密度が 74 人/ha となっている。2014 年より、少し増加す


















口数が 2014 年より 12.2％減少することが分


























	 志井駅 2024 年までに人口密度が 85 人/ha となっている。2014 年より、減少する傾向にあ















度が 198 人/ha となっている。人口予測によ
り、人口数が 2014 年より 41.1％増加するこ


























	 企救丘駅には 2024 年まで、人口密度が 198 人/ha となっている。2014 年により、大幅に









5.14	 まとめ  
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においてもこれは例外ではなく、平成 16 年から平成 26 年の間に 65 歳以上の人口は増加傾















 まず、第 1 章では、研究の背景や目的、既往の研究における知見を整理するとともに本論
文の構成を述べた。 
	 第 2 章では、モノレールの紹介及びモノレールの開発の歴史を述べ、日本のモノレール
導入事例と諸外国のモノレール導入事例紹介し、モノレールの廃線事例を挙げて、廃線の
原因を分析する。	 





ークになった、モノレールの建設件数は 11 件があった。2010 以後はモノレールの建設件
数を減って行くことが分かった。モノレールの型式は跨座型は懸垂型により、約 6 倍にな
った。モノレールの建設距離は 0〜5km が最多（24 件）で、5〜10km と 10〜20km の件数
は同じで、5 件であった。建設距離は 20km 以上の件数は 3 件となっている。使用目的は、
全体からみると、旅客輸送が一番多く、17 件であった。観光客用の使用目的は 13 件であ
った。	 





















式電車の利用者に対する利用実態状況を行い、北九州モノレールとの比較を行っている。	 	  
結果により、利用目的の買物の割合は大幅に減ってきた。自家用車利用する人が増え、
そして利用時間の制限ないから、買物の割合が減ったと考えられる。モノレール駅までの
交通手段の自家用車が 1.2%増加することが分かる。モノレール利用者の年齢層では 60 代
の利用者の割合と 70 歳以上の利用者の割合合わせて、平成 14	 年の割合により、平成 22
年が 8.5%減ったことが分かる。それに対して、自家用車が持っている人が増える一方、20
代、30 代、40 代、50 代のモノレール利用者の割合が 5.6%減った。65 歳を超えると、自力
での移動が困難となり、公共交通の利用頻度が低いと考えられる。送迎サービス等を向上
すべきだと思われる。	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